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公共施設マネジメントの考え方

・中長期的には、人口減少や少子高齢化に伴う税収の減少が見込まれることや、
今後、市内の多くの公共施設の改修や建替えが必要となり、多額の費用の支出
が見込まれることから、「公共施設マネジメント計画」を策定しました。

複合化のイメージ

古い公共施設が多い
（建替費用がかかりすぎる）

できるだけ
施設を減らす

建替費用を
減らす

新設の
抑制

複合化 長寿命化

公共施設マネジメント計画
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2013
年度

2014
年度

2015
年度

2016
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2020
年度

運営

2013年度からワークショップや意見交換会を開催し複合化を検討してきました。
2020年度複合施設の開設に当たっては、運営（準備）協議会を開催し、利用しやすい施

設運営を検討していきます。

市民との協働による検討

複合施設建設工事

複合施設開設

運営準備協議会 運営協議会
モデルケース 本格的な検討

ワークショップの様子 意見交換会の様子

ワークショップ 計画・設計進捗報告会、意見交換会

工事
計画・設計

運営

基本計画 基本設計 実施設計
校舎等改修工事

与野本町小学校における複合化の検討の歩み
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与野本町小学校複合施設の概要
老朽化した北校舎（1958年建設）と給食室（1970年建設）の建替えに合わせて、次の３

施設を学校校舎と複合化します。（2020年4月供用開始予定）

与野郷土資料館の内外イメージ

保護者が働いているなどで、家庭
が留守となる小学生に、放課後の生
活の場・遊びの場を提供します。
（既存校舎から移転します。）

３歳未満の子どもとその保護者の
方に、親子同士のふれあいの場、子
育て中の方との出会いの場を提供し
ます。
（旧与野公民館から移転します。）

②与野本町放課後児童クラブ

①子育て支援センターよの

③与野郷土資料館

昔遊びを中心とする体験展示と、与野地域に焦点
を当てた通史展示で「与野らしさと与野の誇れる特
徴」を伝えていきます。また、地域のボランティア
の方々と子どもたちとの多世代交流が生まれる場を
提供します。（旧与野公民館から移転します。）

地域サロン

イメージ

イメージ

駐車場

地域サロン

子育て支援センター

放課後児童
クラブ

学校
（給食室）

学校
（地域交流室）

学校（教室）

学校（教室）

学校
（給食室）

与野
郷土資料館

憩いの庭

花壇

２階

東校舎
地下１階

１階

地下１階

（２階）

（１階）

北校舎

複合化に合わせて
地域の方の交流の場
を設けました。どな
たでも自由にご利用
いただけます。

地域サロンの
前には、花壇の
ある憩いの庭も
整備します。
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与野本町小学校複合施設 鳥瞰イメージ図

学校校舎

複合施設

駐車場

南校舎

東校舎

複合施設

中庭

憩いの庭
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与野本町小学校複合施設 外観イメージ図

施設入口
アプローチ駐車場

東校舎

憩いの庭
花壇
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課題 ご意見 対応経過

博物館のボラティア
ガイド

ボランティアの養成、育成の
仕組みを作る必要がある。

ボランティア活動に係るガイドライン
の検討に着手しました。

地域サロンの利用、
運営

・運営主体をどうするか。
・児童が自由に使えるように
してほしい。

・日常の受付等は委託で対応し、イベ
ントの調整等は運営協議会が行う方
向で検討します。
・児童も含め、どなたでも自由に使用
できるようにします。

憩いの庭（花壇）の
管理

入口から憩いの庭へのアプ
ローチやアピールの仕方を検
討したほうが良い。

・プランター等、必要な資材の予算措
置をしました。
・運営協議会で花いっぱい運動に登録
する方向で検討します。

与野本町コミュニ
ティセンターのカ
フェ

運営者が撤退するということ
だが、引き続きカフェの運営
ができないか。

カフェの運営について、事業者の公募
を行っています。

施設の利用や運営に向けた検討状況

≪平成３０年度の意見交換会における主な意見と対応経過≫
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